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確
認
す
る
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
が
、
国
際
的
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
な

ら
、
ユ
ー
ザ
ー
は
モ
ノ
の
製
品
が
こ
の
文
書
の
要
求
上
記
基
準
を
満
た
し
て
い

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
確
認
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
れ
ば
認
証
書
を
発
行
す

で
き
る
の
か
。
提
示
す
る
た
め
に
セ
キ
ュ
る
。
ユ
ー
ザ
ー
は
こ
の
認

リ
テ
ィ
ー
設
計
仕
様
書
を
証
書
に
よ
っ
て
、

I
O
T

作
成
し
、
評
価
機
関
に
評
機
器
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

要
求
適
合
を
提
示

図
中
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
価
を
依
頼
す
る
。

ー
要
求
仕
様
書
は
、
当
該
評
価
機
関
は
、
国
際
規

製
品
分
野
の
典
型
的
な
セ
格
（
I
S
o
/
I
E
C
1

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
要
件
を
製

5
4
0
8
)
な
ど
に
基
つ

品
の
業
界
が
ま
と
め
、
そ
き
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
要

I
O
T
（
モ
ノ
の
イ
ン
の
妥
当
性
を
セ
キ
ュ
リ
テ
求
仕
様
書
に
対
し
て
セ
キ

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
時
代
と
な
ィ
ー
の
専
門
家
で
あ
る
第
ュ
リ
テ
ィ
ー
設
計
仕
様
書

り
、
身
近
な
モ
ノ
が
イ
ン
一
＿
＿
者
が
確
認
し
た
文
書
で
に
記
載
さ
れ
た
セ
キ
ュ
リ

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
あ
る
。

I
O
T機
器
の
調
テ
ィ
ー
機
能
の
妥
当
性
な

て
世
の
中
が
便
利
に
な
っ
達
者
は
こ
れ
を
用
い
て
、
ど
を
評
価
し
、
そ
の
結
果

た
。
そ
の
半
面
、
ネ
ッ
ト
調
達
要
件
を
製
品
提
供
者
を
評
価
報
告
書
と
し
て
ま

を
介
し
た
モ
ノ
ヘ
の
攻
撃
（
ベ
ン
ダ
ー
）
に
提
示
す
と
め
る
。
認
証
機
関
は
、

に
対
処
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
ベ
ン
ダ
ー
は
、
自
社
こ
の
報
告
書
を
検
証
し
、

こ。t
 そこ
で
、
モ
ノ
に
対
し

て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を

技 術で
末

⑲ 

ー産綴ll1の挑戦一

I
O
T機
器
の
評
価
認
証

セ
キ
ユ

認証申請
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セキュリ
設計仕

を
確
認
で
き
る
。

仕
様
書
を
開
発

め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
i

策
お
よ
び
製
品
評
価
へ
の
i

コ
ス
ト
に
制
約
を
課
す
場
i

ベ
ン
ダ
ー
はI
O
T
機
合
が
あ
る
。
こ
う
し
た
背
~

器
の
価
格
を
抑
え
る
た
景
か
ら
、
産
業
技
術
総
合
~

研
究
所
（
産
総
研
）
は
I

i

O
T機
器
の
用
途
、
情
報
i

の
重
要
度
、
運
用
環
境
に
一

応
じ
た
攻
撃
者
の
能
力
を
~

想
定
し
、

I
O
T機
器
向
i

け
に
限
定
、
精
密
化
し
た
百
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
―

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

ー

要

求

士

除

の

た

め

の

検

証

基

盤

の

ィ
電
子
機
器
向
け
も

様

書

を

開

発

す

る

こ

と

確

立

」

を

開

始

し

た

。

こ

で
、
評
価
の
際
の
コ
ス
ト
ま
た
、
2
3
年

6
月
か
こ
で
は
、
家
電
製
品
や
自

を
低
減
す
る
仕
組
み
を
研
ら
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
動
車
な
ど
を
対
象
に
、
電

究
し
、

2
0
2
2年
に
は
業
技
術
総
合
開
発
機
構
子
機
器
の
セ
キ
ュ
ア
開
発

「I
Tセ
キ
ュ
リ
テ
ィ
評

(
N
E
D
o
)
の
経
済
安
に
必
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

価
及
び
認
証
制
度
（
J
I
全
保
障
重
要
技
術
育
成
プ
ー
要
求
仕
様
書
の
策
定
を

S
E
C
)
」
の
下
で
、
本
ロ
グ
ラ
ム
「
半
導
体
・
電
目
指
し
、
技
術
開
発
を
進

仕
様
書
に
対
し
て
認
証
を
子
機
器
等
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
め
て
い
る
。

取
得
し
た
。
ア
に
お
け
る
不
正
機
能
排
（
木
曜
日
に
掲
載
）

産総研はセキュリティー要求仕様書の策定を通
して、評価コストの低減と安心してloT機器を
使用できる仕組みを研究している

リ
テ
ィ
ー
確
認
効
率
化

9,  

産総研サイバーフィジカル
セキュリティ研究部門
セキュリティ保証スキーム
研究グループ研究グループ長

吉田博隆

13年にKU Leuven（ベル
ギー）にて博士課程を修了。その
後、 16年まで日立製作所にて研究開
発に従事。セキュリティーの根幹で
難解とされる暗号技術を身近なモノ
ヘ搭載することに挑戦している。現
在、専門はセキュリティー評価と軽
量暗号。
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